
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

山城中学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○話し合い活動に意欲的に取り組める
生徒が多い。

●自分の考えを，根拠を示しながら筋
道立てて論理的に説明することが苦手
な生徒が多い。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○落ち着きのある授業態度で，毎日の
課題にも真面目な取り組みが見られ
る。

●学習に苦手意識のある生徒や、基
礎・基本の定着が不十分な生徒がい
る。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・用語や文の意味を正確に理解し、自
分の言葉で説明できる。

・教科書や資料から必要な情報を読み
取り、自分の考えを整理して発信でき
る。

・問題文の意図や問いの形式に応じ
て、答え方を工夫できる。

・各教科で重要語句を「言い換え・説
明・使う」活動に組み込む。
　（例）言い換え：「要約」とはどういうこと？→「大事な
ことだけを短くまとめること」。
　説明：「主張」とは何かを説明しよう→「自分が一番伝
えたい考えのこと。理由と一緒に言う」。
　使う：本文を読んで「筆者の主張は○○です。その
理由は△△です」と書いてみる。

・「言葉にする」場面を意図的に設定す
る。
・テストや課題の誤答を「やり直しノー
ト」で記録する。
・家庭学習の記録を効果的に行う。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

〇「ことばの力」を土台とした全教科横断的な基礎学力の強化。
　　　　～ 読み取り、考え、説明する力の育成 ～

〇日常の学習を「使える力」に変えるための反復と活用の工夫。
　　　　～ 学習時間の成果を定着に結びつける「仕組みと見える化」 ～

井手　智

・問題や資料の内容を理解し、目的に
応じて情報を整理・比較できる。

・自分の考えを論理的に組み立て、相
手に伝わる形で表現できる。

・習得した知識を活用して、未知の課題
や実生活の場面に応用できる。

・結果や考えを比較・検討しながら、自
分の意見を表現・修正できる。

・毎週火曜日の朝読書の時間に、校内
一斉で「あわっこタイムズ」を読む時間
を確保し関心を持った記事の感想を書
かせる等の活動を行う。
・各教科で「説明する場面」を設定す
る。
・「自分の考えを持つ」「比べて選ぶ」
「言葉で伝える」を日常的に意識させ
る。
・「どうしてそう考えたの？」という問い
返しを意識的に日常化する。

次年度における改善事項

重点目標に応じた視点による校内研究授業や相互参観授業、あるいは職員会議時での報告を通じ把握する。

校長　井手　智　　教頭　平尾昌彦
教務（数学科）　藤本敦士
３年主任　井上陽子　　　　２年主任　香川朗
１年主任　井川秀樹　　　　国語科　川西葵

○授業中、積極的に発表する生徒が
多い。

●家庭学習の習慣が身に付いていな
い生徒や、学習時間が十分に確保でき
ていない生徒がいる。

・わからないことを放置せず、自分から
質問したり調べたりできる。
・自分の考えを持つことに価値を感じ、
説明や発表に積極的に取り組める
・苦手な分野にもあきらめず取り組み、
自分なりの工夫を考えられる。
・自分の成長や達成を実感し、学びへ
の意欲を持ち続けられる。

・一人一台端末を効果的に活用する。
・発表や話し合いの場面では、努力や
工夫を承認するフィードバックを意識し
て行う。
・発表や話し合いの場面では、努力や
工夫を承認するフィードバックを意識し
て行う。
・成長を可視化する仕組みを用意す
る。


